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宏
媛
；
ん

蕊

明
る
く
責
任
感
が
強
い

知
的
な
お
嬢
さ
ん

太
田
晴
子
さ
ん

〈
榊
扉
砿
誇
峠
雌
準
蝿
宇
部
総
合
文
化
学
科
卒
業
〉

ヨ
豊
、
ヨ
ョ
器
一
一
ｍ
号
云
呂
③

】
凸
戸
』
庁
二
一

英
語
に
ス
ポ
ー
ツ
に
美
術
に
そ
し
て
い
つ
推
薦
者
／
今
田
達

も
明
る
く
粘
り
強
い
、
ま
さ
に
マ
ル
チ
に
す
閥
伺
朋
舎
出
版
社
長
）

ぱ
ら
し
い
お
嬢
さ
ん
で
す
。
当
舎
で
は
一
九
○
二
年
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
発
行
さ
れ
て
い
る
伝
統
的
な
美
術
雑
誌
『
ア
ー
ト
ニ
ュ
ー
ス
』
日
木
版
の

創
刊
に
加
わ
り
、
現
在
編
集
部
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
編
集
者
と

し
て
の
セ
ン
ス
も
よ
く
、
英
語
も
堪
能
で
す
か
ら
将
来
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
（
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵
）

中
学
か
ら
大
学
ま
で
ず
っ
と
神
戸
女
学
院
。

そ
の
間
に
ア
メ
リ
カ
ワ
シ
ン
ト
ン
州
コ
ル
フ

ァ
ッ
ク
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
一
年
，
間
留
学
。

神
戸
女
学
院
三
回
生
の
時
に
は
硬
式
テ
ニ
ス

部
で
主
将
を
つ
と
め
る
。
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（

岩
田
捜
さ
ん

〈
琳
砺
蛎
帳
錐
濡
学
院
大
学
文
学
部
仏
文
学
科
卒
業
〉

●

辰一＝＝

仏
語
、
英
語
と
も
に
堪
能
、
国
際
感
覚
抜
群
推
薦
者
／
岩
尾
啓
子

で
音
響
メ
ー
カ
ー
の
役
員
秘
書
と
し
て
活
躍
〈
噸
鍾
濫
蕪
縫
謹
〉

中
。
ま
た
、
神
戸
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
若
き
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
り
、
余
暇
に
は
自
転

車
で
ツ
ー
リ
ン
グ
す
る
行
動
派
で
も
あ
る
。
古
伊
万
里
の
「
岩
田
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
」
の
母
、
久
子
女
史
よ
り
目
の
利
く
青
年
が
現
れ
る
日
も
近
い
か
も
。

可
憐
な
ま
ま
で
母
親
以
上
の
〃
い
い
女
″
に
成
長
し
て
ほ
し
い
。

（
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵
）

１ ヨ
四
二
砲
ヨ
ョ
用
－
－
，
号
云
邑
言

神
妙
６
訳
擬
婦
ん
伽

い
つ
ま
で
も
可
憐
態

〃
い
い
女
〃
に

一伊餌一

路甲〆｡，

引く雪

F

1‘:蕊

１

ﾉ！

糟
ち
ゃ
ん
の
一
番
嬉
し
い
私
へ
の
贈
物
。

成
人
式
を
私
の
思
い
出
の
振
袖
（
ク
イ
ー
ン

神
戸
の
時
期
）
で
お
祝
い
し
て
く
れ
た
こ
と
。

娘
の
な
い
私
に
は
彼
女
の
晴
姿
は
羨
ま
し
く

美
し
か
っ
た
。
ま
ず
人
柄
が
い
い
。
可
愛
い
。

鳥M』些撫夏
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且認
晶ＯＵ

Ｉ1,1

、

測

ノ

リ

て
考
え
る
日
。
特
に
今
年
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
国
際
保
健
機
構
）
に
よ
る
世
界
口
腔
保

健
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
６
月
４
日

か
ら
、
日
の
『
歯
の
衛
生
週
間
』
に
は
、

兵
庫
県
下
。
神
戸
市
内
各
地
で
様
々
な

口
腔
衛
生
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

毎
年
６
月
４
日
は
健
康
な
歯
に
つ
い

ｌ
歯
の
衛
生
週
間
６
月
４
日
〜
、

い
い
圭
困
一
一
コ
一
一
コ

帰誇

クイズに答えてプレゼントをもらおう。

Ｉ

の
標
語
は
、
『
長
生
き
は
丈
夫
な
歯
か

ら
歯
ぐ
き
か
ら
』
・
帥
才
に
な
っ
て
も

加
本
以
上
の
歯
を
保
つ
こ
と
を
目
標

に
、
生
涯
を
通
じ
て
歯
の
健
康
づ
く
り

を
進
め
て
い
こ
う
と
『
８
０
２
０
（
ハ

チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）
運
動
』
の
推
進
を

は
か
り
ま
す
。

フッ素塗布で強い歯に。

■
む
し
歯
予
防
指
導
及
び
フ
ッ
素
塗
布

日
時
／
６
月
４
日
（
土
）
〜
皿
日
（
金
）

、
時
〜
旭
時
超
時
〜
迄
時

場
所
／
兵
庫
県
歯
科
医
師
会
口
腔
保
健

セ
ン
タ
ー

神
戸
市
中
央
区
山
本
通
５
丁
目
３
‐
諏

画
（
０
７
８
）
３
５
１
‐
４
１
８
１

む
し
歯
予
防
指
導
は
無
料
。
歯
ブ
ラ

シ
の
選
び
方
や
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

の
方
法
、
栄
養
指
導
な
ど
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
フ
ッ
素
塗
布
は
薬
品
代
実
費
。

（
こ
の
費
用
は
施
設
に
寄
贈
）
フ
ッ
素
に

は
歯
の
質
を
強
め
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。
生
え
始
め
て
半
年
か
ら
２
年
の
う

ち
が
特
に
効
果
的
。
乳
歯
か
ら
永
久
歯

に
生
え
変
わ
る
時
期
の
お
子
さ
ん
に
お

勧
め
し
ま
す
。

回
第
幅
回
兵
庫
県
歯
科
保
健
大
会

『
食
べ
が
い
、
生
き
が
い
、
一
生
が
い
』

〜
よ
い
歯
で
健
康
す
こ
や
か
フ
ァ
ミ

平
成
６
年
度
の
兵
庫
県
歯
科
医
師
会

坂
田
小
児
歯
科

坂
田
滋

笠
鼎
垂
水
区
五
色
山
３
１
５
１
師

念
０
７
８
（
７
０
８
）
８
１
６
１

久
保
矯
正
歯
科
ク
リ
ニ
〃
Ｚ

久
保
端
生

神
戸
盟
謹
区
ｆ
北
町
３
Ｉ
４
１
劃

き
０
７
８
（
４
５
１
）
６
５
１
２

関
西
歯
科
診
療
所

森
岡
慧

神
一
Ｆ
臨
営
小
野
鴇
６
‐
１
‐
躯

関
西
遜
気
ピ
ル
釦
ｌ
ｌ

な
０
７
８
（
２
３
１
）
３
７
３
８

上
村
歯
科
医
院

上
村
伸
幸

神
戸
霞
を
京
削

建
沓
ル
９
階

詮
０
７
８
（
３
３
１
）
１
１
７
７
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戸謹烹1 蕪繁童熊毒繍鰻

剛‘

、

リ
ー
〜

日
時
／
６
月
４
日
（
土
）
廻
時
鋤
分

〜
Ⅳ
時
、
分
場
所
／
和
田
山
町
文
化

会
館
（
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
）

▼
記
念
講
演
『
日
本
の
心
』
薬
師
寺

管
主
高
田
好
胤
▼
式
典
▼
フ
ッ

素
塗
布
コ
ー
ナ
ー
▼
予
防
コ
ー
ナ
ー

▼
食
品
展
示
・
試
食
コ
ー
ナ
ー
▼
他

■
兵
庫
県
歯
科
衛
生
士
会
事
業
『
チ
ャ

レ
ン
ジ
迷
路
の
大
旨
険
』
〜
通
り
抜
け

る
鍵
は
歯
の
ク
イ
ズ
〜

日
時
／
６
月
４
日
（
土
）
鵡
時
〜
晦
時

６
月
５
日
（
日
）
皿
時
〜
巧
時

場
所
／
但
馬
・
海
中
公
園
展
い
こ
い

の
広
場
（
香
住
町
）

■
よ
い
子
の
お
口
、
ま
も
っ
て
強
い
歯

母
と
子
の
健
康
ラ
ン
ド
主
催
・
兵
庫

県
歯
科
衛
生
士
会

日
時
／
６
月
５
日
（
日
）
、
時
〜
巧
時

場
所
／
神
戸
王
子
動
物
園
内

８
０
２
０
連
動
の
一
環
と
し
て
、
毎

日
の
少
し
の
工
夫
・
気
遣
い
が
一
生
噛

め
る
健
康
な
歯
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ

と
を
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く

遊
び
な
が
ら
、
学
べ
ま
す
。
▼
人
形
劇

（
カ
ッ
パ
座
・
哩
時
と
皿
時
・
王
子
動
物

園
ホ
ー
ル
）
▼
歯
の
元
気
度
チ
ェ
ッ

ク
（
歯
の
健
康
相
談
）
▼
歯
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
（
園
内
の
動
物
の
前

に
あ
る
ク
イ
ズ
に
答
え
る
と
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
も
ら
え
る
）
▼
他

■
兵
庫
歯
科
学
院
専
門
学
校
衛
生
学
科

の
学
生
に
よ
る
保
健
活
動

歯
の
衛
生
週
間
を
中
心
に
、
神
戸
市

内
約
釦
の
幼
稚
園
・
小
学
校
を
訪
問
。

劇
な
ど
を
取
り
入
れ
、
児
童
た
ち
に
分

か
り
易
く
、
歯
の
手
入
れ
方
法
を
指
導

し
ま
す
。

王子動物園ホールでの人形劇。

、
今

醤!と
凸

一

満の衛生週間目月４ ■
。

吉
田
矯
正
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

吉
田
建
美

神
戸
顛
器
晶
篭
通
！
‐
２
‐
２

エ
ビ
ス
ピ
ル
８
階

念
０
７
８
（
３
３
２
）
５
７
３
５

藤
田
歯
科
診
療
所

藤
田
義
人

神
戸
恥
区
儒
ｌ
Ｉ
６
ｉ

冠
０
７
８
（
５
８
１
）
２
２
９
０

早
川
歯
科
医
院

早
川
文
彦

神
亙
閑
央
区
北
長
狭
通
３
－
２
１
３

ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ピ
ル
５
階

五
０
７
８
（
３
２
１
）
６
４
８
０

博
愛
歯
科
医
院

藤
川
雅
也

神
一
儒
盟
置
京
町
市
２

入
江
ビ
ル
３
階

冠
０
７
８
（
３
３
２
）
４
１
８
０
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大但馬展
但馬・空の文化展（日高町も同じく）
海の生物展S e a Ｚｏｏ
世界の石の花・華の櫛覧会
ＴＡＪＩＭＡ・円山川カヌーフェアー
祭典協賛ゴルフ市・町民デー
兵庫県立円山川公苑美術館企画展
第６回大正琴の祭典
但馬の中学生浦が故郷を語る
但馬２１世紀まちづくりシンポジウム
コウノトリ・未来国際かいぎ
' 9 4 但馬じばさんまつり
玄武洞公園あじさいまつり
ウォーター・サイクリング
城崎薪能
温泉を活かしたまちづくりサミット
北前船展
但馬・海中公園展
世界カニ香住フェスティバル
香住海岸つり大会
植村直己冒険展
但馬・四季彩9 4 ゴルフ
但馬・四季彩' 9 4 ステーキ祭り
祭典協賛記念コンペ
音楽アンサンブル、虹」
事演奏会
ほたるの夕べ
ケートボール大会
全国小京都まつり
淡島流日本舞踊の祭典
出石全国俳句大会
但馬・四季彩9 4 ホタル祭り
御殿山まつり
“未来の水族館”マリンポーチ展
先人記念展一浜坂の先人たち一
因幡・但馬・丹後交流シンポジウム
音楽アンサンブル喝虹」
第４回はまさか駅伝大会
温泉を活かしたまちづくりサミット
第2 回みかた残酷マラソン全国大会
ジャンボかぼちゃ祭り
温泉を活かしたまちづくりサミット
但馬・風土村
ひょうごＣＳＲいきいきフェスティバル
八鹿バレエ教室研究生発表会
ニュースポーツショー
音楽アンサンブル『虹」
但馬・八鹿水めぐり
但馬楽座オープン3 周年記念イベント
ほたるの里の星空コンサート
第9 回ほたるまつり
ボランティア交流大会
ログハウス体験宿泊
全国滝サミット
若杉高原サマースキー大会
理想の都を築く・人づくり交流フォーラム
音楽アンサンブル『虹」
ケーブルテレビフォーラムI ､ 関宮
音楽アンサンブル、虹」
生野・銀の工房展
“熟年ライフ新発見' ’
第1 5 回兵庫県歯科保健大会
ヒメハナまつり
但馬祭典デー
交流人ケートボール大会
人にやさしいまちづくり

但馬シンポジウム
ほたるまつり
朝来パラグライダー教室と
スカイスポーツ朝来カップ

４/9(±)～6/30㈱
４/9tB～11/6(日）
４/9ｔU～3/18出
4/9(土)～3/1段Ij
4/9出～11/20(日）
６/3㈱､13(月)､27(月)他
～6/5(日)､6/25出~8ﾉﾌ旧１
６/5（日）
6/11tlj～12(日）
６/24閏
6/25日j～26（日）
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大
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但
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ビ
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史
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岡
珍
や
今
〃
診
か
参
〃
鞍
〃
サ
ク
錨
〃
今
潅
誌
勿
〃
晴
〃
診
〃
“
〃
〃
石
〃
〃
〃
今
岡
坂
。
〃
〃
参
参
華
濡
〃
唾
診
〃
〃
〃
嫁
父
移
ク
ヶ
屋
睦
争
〃
診
》
〃
》
岬
〃
崎
少
〃
〃
診
来

市
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町

豊
出
村
浜
養
大
朝

綴鯉 ｂ
〔
月
の
岬
畦
‐
し
一

６月１８日出／ほたるの里の星空コンサート
写真の" ほたるの館' ' の前の野外特設ステージで
行われるコンサート。出演はタイガースメモリ
アルクラブバンド｡ 翌日恒例のほたる祭を開催鰯

平成6年５月22日

蕊塞譲ー＝＝

５月下旬～６月中旬／楽音寺境内のヒメハナバチ
初夏のウツギが花咲く頃、県指定天然記念物であ
るウツギノヒメハナバチがあたり一面に乱舞しま
す。全国でも類のない名勝地です。

第4 5 回全国植樹祭において、記念の森づくり
や森とのふれあいを通じて、新たなライフス
タイルづくりを提案します。フォークダンス
木登りなどの森での体験を通じて森の重要性
を訴えます。

その③

全
国
棺
唇
掴
祭
の
ス
テ
ー
ジ

〃
木
の
殿
堂
″

但馬･ 森の文化展５，蚊帳 但馬の森の文化
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、｡

快適但馬と新しいライフスタイルの創造

但馬･ 理想の都の祭典

昔は当たり前だった風景が但馬にはあります。
小さな生きものたちと一緒に住むことを願い
自然が与えてくれた、きれいな空気や清流を
守る人たちの力が、当たり前を感動に変える
のです。

_ 一

虹■

四拳奮1994.4.9冊95.al8開催地| 兵庫県但馬全域( １市1 8 町）

平成６年４月から平成７年３月まで１年間にわたって開催される“但馬・理想の都の祭典, , 。
四季を通じてあるいは四季おりおりに彩りを変えながら､ ｢ 人･ 海･ 森･ 里･ 空｣ をアピールする
５つの文化展をはじめ3 5 0 を越える多彩なイベントが次々に展開されます。

ホタルの里で､ 待ってるよ。

但馬･ 理想の都の祭典実行委員会
〒6 6 8 豊岡市山王町1 1 - 2 8

TEL.(0796)24-6700．FAX.(0796)24-6704
［神戸事務所］

〒6 5 o 神戸市中央区下山手通5 - 1 0 - 1 兵庫県庁
TEL.(078)362-3996.FAX.(078)362-3975

ｒ
》

1 便名| 大阪→但馬１便名| 但馬→大阪l
lF491108:２００９:0011脚92109:２５１０:001

ＷＧビジ京ズ
ｌＷＦ１１ＹＷＴＹハノＥＴＷＤＲＫＧＲＯｕＰ

秘式会社ティ･ ワイ･ グレイス
〒６６８兵庫県豊岡市中央町１０－１８
Ｔｅ１．０７９６－２２－１６５９
Ｆａｘ０７９６－２４－８２２４

国商品／宝飾品( 宝石､ 貴金属､ アクセサリー）
画詳し< はお問い合わせください。

冒国ｈ－ｚ巳一色

団腔Ｘ画 ＰＨＯＴＯ/ 養父町･ 米田憲明

●" 但馬･ ほたるの里" をP 6 4 の｢ 但馬見聞録」
で紹介しています、

さらに愛される翼へ〃

自立工刀司＝- 1 - 日一

大阪-但馬線5／１８より毎日1便運航

ようこそＴＡＪＩＭＡへ！
わたしたちも歓迎致します。

●ご予約は、お近くのJ A S 予約センター、又は
お近くの旅行代理店までお問い合わせ下さい。

〒８９９－酔顧｣ ｣ a 酪県姶良加調辺町寵８２２扉岬典牽潅ビル別館

Ｉ ｒ
●

大阪一但馬線往復航空券をペアで1 名様にプレゼントｌ
お申し込みは月刊神戸っ子「日本ｴ ｱ ｺ ﾐ ｭ ｰ ﾀ ｰ 蜘衷で。
５月末日碕め切りです。

三雲
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神
戸
の
魅
力
を
集
め
て

皿
世
紀
に
向
け
た
発
信
を

、

村
上
さ
ん
ち
か
も
来
年
で
三
十
周
年

を
迎
え
ま
す
ね
。
そ
の
節
目
あ
る
年

に
新
し
く
就
任
さ
れ
た
安
岡
さ
ん
、
石

村
さ
ん
、
神
戸
の
表
玄
関
で
あ
る
さ
ん

ち
か
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
ご
感
想
は

い
か
が
で
す
か
。

安
岡
こ
こ
に
来
る
お
話
が
あ
っ
た
時

は
責
任
を
感
じ
ま
し
た
。
三
十
年
間

の
蓄
積
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く

か
。
ま
だ
具
体
的
に
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
さ
ん
ち
か
を
日
本
一
の
地
下
街
に

す
る
た
め
、
各
店
の
方
々
と
共
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

石
村
ま
ず
最
初
に
考
え
た
の
は
防
災

設
備
の
こ
と
で
す
が
、
し
っ
か
り
し
た

設
備
が
あ
り
安
心
し
ま
し
た
。
私
は

今
ま
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
に
は
縁
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
詞
こ
れ
か
ら
は

月
刊
神
戸
っ
子
な
ど
読
ん
で
勉
強
し
な

け
れ
ば
（
笑
）
。
専
門
店
が
神
戸
の
良

さ
で
す
か
ら
、
各
店
の
個
性
を
出
し
て

魅
力
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

村
上
さ
ん
ち
か
は
私
達
に
と
っ
て
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
の
ゾ
ー
ン
な
ん
で

す
。
ア
リ
ス
の
樹
の
と
こ
ろ
に
以
前

あ
っ
た
、
ア
ル
バ
像
の
前
で
待
ち
合
わ

せ
を
し
た
の
も
な
つ
か
し
い
わ
。

安
岡
こ
れ
か
ら
ど
う
ト
レ
ン
ド
を
つ

か
ん
で
い
く
の
か
が
難
し
い
で
す
ね
。

十
年
先
が
見
え
な
い
時
代
で
す
か

ら
．
・
・
・
さ
ん
ち
か
は
今
ま
で
い
る
ん

村上和子のさんちか散策

ノ

神戸の玄関口“アリスの樹耐の前で。（左）安岡利美さん、（右）石村由喜雄さん。

安
岡
利
美
さ
ん

〈
神
戸
地
下
街
㈱
代
表
取
締
役
専
務
取
締
役
〉

石
村
由
喜
雄
さ
ん

（
神
戸
地
下
街
㈱
常
務
取
締
役
〉

村
上
和
子
さ
ん

〈
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
〉
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／

呂甲

H ア次q j 狗浬■丘預け■

I咽議零美と夢

葉祥明の世界展
さ
ん
ち
か
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
て
い
た
小
原
流

い
け
ば
な
の
木
村
磯
子
社
中
・
友
華
会
展
。

左
は
木
村
磯
子
さ
ん
。

h 蕗
。
，
’
ぜ

』

1ｔ 閏

灘＃

蕊

蔚蕊 Ｆ
ｒ
Ｉ
ｄ

画三雲ミョ毒篭さ

;鱗
'０

世一

籍窪蒜誉ｉ
、

santica
TheN e W H e a ｢ t o f K o b e神戸‘三宮さんちか

蝿寵
な
基
礎
を
固
め
て
き
ま
し
た
が
、
三
十

周
年
目
で
、
今
度
は
電
気
、
空
調
、
給

排
水
な
ど
の
基
幹
設
備
、
す
な
わ
ち
裏

の
骨
格
を
立
て
直
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ソ
フ
ト
面
は

二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
皆
様
と
一
緒

に
考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

村
上
さ
ん
ち
か
ホ
ー
ル
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
、
神
戸
の
文
化
を
発
信
す
る
場

と
し
て
、
一
番
さ
ん
ち
か
ら
し
い
ゾ
ー

ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

地
元
の
人
達
が
っ
く
り
出
す
神
戸
の
顔

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
愛
さ

れ
る
よ
う
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

主催=神戸．:北野W h i t e H o u s e喜璽型垂
( 財) 神戸市民文化握興財団神戸新聞社

陸力＝葉祥明美術館( 榊妖糖村
協賛= ( 財) 兵庫凪行文化痘興財団（株) ｵ ﾘ ｴ ﾝ ﾄ ｺ ｰ ボﾚ ｰ ｼ ｮ ﾝ

神戸・北野

Ｗ: R i i e H c u s e

生命育ぐむ日

－
１

，』

湖

６月２１日( 火) まで
午前１０時～午後６時
（５月２５日(水)は休館）

国会場神戸・北野W h i t e H o u s e
国観覧料一般3 0 0 円（前売2 5 0 円）

高校生以下1 0 0 円（前売8 0 円）
国前売券発売所さんちかプレイガイド
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小
松
益
喜
さ
ん

今
井
啓
介
さ
ん

虫
に
な
る
ほ
ど
に

好
き
な
こ
と
を

１

今井さん( 左) と小松さん( 右）トアロードにて

今
篤
バ
ー
ル

対
談
シ
リ
ー
ズ
３

☆
先
生
の
作
品
と
は

不
思
議
な
出
会
い
が
あ
る
ん
で
す
。

今
井
随
分
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
お
元
気
そ
う
で
す
ね
。

ノ

洋
画
家
〉

今
啓
パ
ー
ル
㈱
代
表
取
締
役
社
長
〉

山本通り風景( 上) とキヤサリン邸( 左）
●●

「先生の絵は運をうんと連れてきてく
れる」と今井さん。

小
松
元
気
で
す
よ
。
で
も
も
う
九
十
で
す
よ
。

今
井
先
生
は
土
佐
の
ご
出
身
で
す
が
、
私
も
半
分
は
土

佐
な
ん
で
す
・
私
自
身
は
宇
和
島
の
生
ま
れ
育
ち
で
す
が
、

母
が
土
佐
な
ん
で
す
よ
。

小
松
そ
う
で
す
か
。
う
ち
の
家
内
も
土
佐
の
女
で
す
よ
。

今
井
土
佐
を
出
ら
れ
た
の
は
お
い
く
つ
の
時
で
す
か
。

小
松
十
八
の
時
で
す
。

今
井
そ
し
て
、
神
戸
で
留
ま
ら
れ
た
と
い
う
の
は
。

小
松
神
戸
は
建
物
が
い
い
ん
で
す
よ
。
カ
ラ
フ
ル
で
ね
。

今
井
異
人
館
を
描
け
ば
小
松
益
喜
、
と
は
も
う
知
れ
わ

た
っ
て
い
ま
す
ね
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
先
生
の
お
作
品
と
は
不
思
議
な
出
会

い
を
感
じ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
と
い
い
ま
す
の
は
、
十
三

年
ほ
ど
前
、
縁
あ
っ
て
、
昭
和
二
十
年
代
後
半
か
ら
三
十

年
頃
の
様
子
で
し
ょ
う
か
、
山
本
通
の
当
時
の
フ
ラ
ン
ス

領
事
邸
、
シ
ュ
エ
ケ
邸
あ
た
り
を
描
か
れ
た
作
品
を
譲
っ

て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。
そ
の
頃
ま
だ
私
の
所
に
は
そ
の
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小松益喜Ｍ3 7 年高知市生まれ｡ 東京
美術学校( 現東京芸大) 西洋画科卒業。
Ｓ､ 9 年再上京の途中神戸の街並に魅せ
られ､ 制作を始め、以後北野異人館､ 旧
居留地等を描き続ける｡ 神戸市灘区存伸｡

絵
を
掛
け
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
も
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、

絵
が
色
々
と
語
り
か
け
て
く
る
ん
で
す
。
私
に
は
そ
の
絵

を
持
つ
こ
と
で
、
運
が
開
け
た
よ
う
に
思
え
る
ん
で
す
。

小
松
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
。
あ
の
絵
、

ど
こ
に
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
。

今
井
え
え
。
キ
ャ
サ
リ
ン
邸
を
描
か
れ
た
作
品
も
譲
っ

て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
よ
。
会
社
の
玄
関
で
輝
い
て
い
ま

す
。
笑
顔
で
お
客
様
を
お
迎
え
し
て
く
れ
て
い
ま
す
よ
。

☆
好
き
な
こ
と
ば
か
り
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
文
句
言
っ
た
ら
バ
チ
が
あ
た
る
。

今
井
先
生
は
毎
晩
八
時
頃
か
ら
阪
急
電
車
に
乗
ら
れ
て

の
、
人
物
の
ス
ケ
ッ
チ
を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
そ

れ
が
現
在
ま
で
で
八
千
八
百
人
に
も
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
ね
。

小
松
一
万
人
を
目
指
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
葉
書
大
程

の
絵
で
す
が
、
一
枚
一
枚
思
い
を
込
め
て
描
い
て
い
ま
す

よ
。今

井
そ
れ
は
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。
で
も
今
ま
で
色
々

と
ご
苦
労
も
お
あ
り
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
。

小
松
若
い
頃
は
な
か
な
か
メ
シ
が
食
へ
ん
か
つ
た
で
す

よ
。
随
分
長
い
間
女
房
に
養
っ
て
も
ら
っ
た
。
女
房
に
は

顔
が
き
か
ん
で
す
よ
。
（
笑
）

今
井
素
晴
ら
し
い
奥
様
で
す
ね
。

小
松
教
師
を
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
土
佐
の
女
は
は
ち

き
ん
と
言
わ
れ
よ
り
ま
す
で
し
よ
。
気
が
強
い
で
す
よ
（
笑
）
。

私
よ
り
ひ
と
つ
下
な
ん
で
す
が
、
先
に
卒
寿
も
祝
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
三
百
人
も
集
ま
っ
て
く
だ
さ
っ
て
。

今
井
奥
様
も
ま
た
す
て
き
な
お
付
き
合
い
の
輪
を
お
も

ち
な
ん
で
す
ね
。
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。

や
は
り
何
よ
り
も
人
と
の
出
会
い
と
い
う
も
の
が
大
切

で
す
ね
。
私
は
毎
朝
五
〜
六
キ
ロ
ほ
ど
歩
く
ん
で
す
が
、

今
朝
生
田
神
社
あ
た
り
を
歩
い
て
い
る
時
、
ふ
と
あ
る
言

葉
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
て
ね
。
「
欠
点
を
さ
ぐ
れ
ば
き
り
が

な
い
。
長
所
は
拡
が
る
、
夢
が
あ
る
。
あ
あ
、
あ
り
が
た

い
、
あ
り
が
た
い
」
と
。
啓
示
の
よ
う
で
し
た
。

会
社
で
も
各
セ
ク
シ
ョ
ン
ご
と
社
員
に
任
せ
て
自
由
に

の
び
の
び
や
ら
せ
、
問
題
が
あ
れ
ば
相
談
を
と
い
う
や
り

方
で
す
。
「
成
功
は
君
た
ち
の
成
果
、
失
敗
は
私
が
責
任
を

持
つ
」
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
ま
す
。
会
社
は
み
ん
な

の
も
の
で
す
か
ら
ね
。

小
松
な
か
な
か
一
家
言
を
お
も
ち
で
す
ね
。

今
井
い
え
い
え
。
で
も
本
当
に
社
員
が
よ
く
や
っ
て
く

れ
る
ん
で
、
私
が
遊
ば
せ
て
も
ら
え
る
ん
で
す
。
「
仕
事
が

遊
び
、
遊
び
が
仕
事
」
な
ど
と
よ
く
言
っ
て
い
る
ん
で
す

が
。
（
笑
）

小
松
僕
も
そ
う
で
す
よ
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
。
好
き
な
こ
と
を
し
て
暮
ら
し
て
い
る
ん
だ
か
ら
。
こ

れ
で
文
句
言
っ
た
ら
バ
チ
が
あ
た
り
ま
す
よ
。
（
笑
）

今
井
好
き
な
こ
と
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
、
本
当

に
い
つ
も
生
き
生
き
と
な
さ
っ
て
い
て
、
お
歳
が
感
じ
ら

れ
な
い
ん
で
す
ね
。

小
松
ま
っ
た
く
そ
う
で
す
ね
。
好
き
な
こ
と
ば
か
り
し

て
ま
す
よ
。

今
井
好
き
な
こ
と
を
し
て
、
そ
の
虫
に
な
る
の
が
い
い

で
す
ね
。
先
生
は
絵
の
虫
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

と
こ
ろ
で
、
異
人
館
を
描
い
て
い
ら
し
て
、
恋
な
ど
生

ま
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
か
。

小
松
あ
り
ま
し
た
よ
。
美
術
学
校
の
３
年
の
時
。
で
も

も
う
結
婚
し
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
（
笑
）

今
井
今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
す
ば
ら
し
い
作
品
を
た
く
さ
ん
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
私
も
先
生
に
あ
や
か
っ
て
、
遊
び
と
仕
事
の
虫
の

経
営
者
と
し
て
、
若
々
し
く
が
ん
ば
り
ま
す
。

小
松
私
も
色
々
と
神
戸
を
描
き
続
け
て
い
き
ま
す
よ
。
、
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には、やわらかいパステルブルーのお衣装を引き
色合いのお帽子をご用意しました。つば先の小さ
スに合わせてやさしく揺れます。

壷w - - J鰯語畜『

露'鯉乞一き，！
－－－

トアロード・マキシン

小麦色のお肌のキュートな滝えり様は、レモンイエローのド
レスがとても良くお似合い。ステージ用のお帽子は、いつもド
レスと同じ布地を使って、オーダーをいただいています。

ＫＯＢＥＥＸＣＥＬＬＥｊＶＴＳＨＯＰ

☆選りすぐった一点を…c

SElnohe
神戸市中央蕨禿町通２丁目5 - 7 念3 3 1 - 4 7 0 7

☆婦人帽子

､ＱＱｗＬうぐ･、滝で、
マキシン

神戸市中央区北長狭通２丁目6 - 1 3 竃3 3 1 - 6 7 1 1

☆神戸唯一のボルボネーゼトータルプﾃ ｨ ｯ ｸ

圏Ｂｉ蝋;ｉ
神戸市中央区元町通３丁目１－１２金3 9 1 - 0 0 1 4

☆伝わる真どころ最高の風格

③柴田音吉洋服店
神戸市中央区元町通４丁目2 - 2 2 壷3 4 1 - 0 6 9 3

☆よろず御槻衣縫上虚

神戸ﾆﾉｬﾘ ﾉ
神戸市中央区三宮町３丁目1 - 6 冠3 3 1 - 2 1 6 8

、

※このシリーズは上記の専門店の提
供によるものです。 ノ
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／

、

K O B E E X C E L L E N T F A S H I O N

､Ｑｑ、いう＜・Ｗｒ、
マ鉾シン

４月1 3 日、ポートピアホテルで開催された
『' 9 4 神戸っ子祭り』。ミュージシャンイースタ
ーパレードにご出演の皆様には、マキシンが
お帽子をお見立ていたしました。

漠々しい男役イメージが人気の榛名由梨様には、シヤープな
ラインのお帽子を。全体を包み込むふんわりベールをあしらっ
て、女性らしい華やかさもそえました。

唾

報謝蟻ー
唾:

蕊
ｳＩ

曲

「

『灘

ｒバラ色の人生』を歌われる堀郁子様にぴったりの、真紅の
蕎穂のついたお帽子。赤と黒のコンビネーションは、パールホ
ワイトのお衣装をより引き立てます。

〆&

潮Ｉ

潮
麻鳥千穂様
締める、深い
なお花がダン
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1 忽○回巨回屋ＳＴｃ、ＬＬ巨ＣＴｍ＠Ｎ

可

鱈

神戸市中央区三宮町１－７
冠０７８（3 3 1 ）１１２３

阿侵部メガ布
ＴＯＲＳＯ

ＴＨＥＭいＤＯＯｖＥＲＮＳＴＨＥＵＯＤＹ･

神戸市中央区ｶ ﾛ 納町３－１－２５
広瀬ビル１階公０７８（3 3 1 ）０８２５
１１：００～２０：００

》
エ

父の日に日曽る

☆ファッション神戸のメガネサロン

，乳'公Ｌ･凹堅
｢ ありがとう」の気持ちを込めて、お父さんにいつ

もよりさらに素敵になってもらいましょう。
オーダーメイドシャツから、セーター、ジャケット、
ネクタイまで豊富なアイテムでお手伝いします。

3尾１

３
S ＨＩＲＴＭＡＫＥＲ
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父の日に贈る
K 団、回巨回冒ＳＴ＠．ＬＬ屋Ｃｆ、＠m

筑剛

・蝿司９
宅一！

、
づ

S a l u tｅ〃Ｆｅｓｔａｄｅｌｐａｐａ〃
面と向っては言えないｒパパ、ありがとう」の気持ち
をイタリアの泡に託してみませんか。
６月１９日( 日) まで、ご来店の方にイタリアワインハーフ
ポトルを１本プレゼント。本誌をご持参下さい。

w脈赫'uEROSSOeBMNC［
F ＯＯＤＬｌＮＥＲＬＩＭＩＴＥＤ

〒6 5 1 神戸市中央区野崎通３丁目２－１３
ＴＥＬ（０７８) ２４１－０１３１㈹

こぎ尚宅害

rli1J

亀；劃亀；劃

１

患I扉
》茎

☆ファッションプレイス《コルウ》

蝋

''，|Ｉ

回ｉＣＯＩ灘:＃.“
神戸市中央区北長扶通３丁目１２－１４トアロード

Ｃ

ａＯ７８（3 3 1 ）２０２０ＡＭ１０：００～ＰＭ７：００水曜日体
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開催期間／５月１３日( 金) ～１５日（日）主催. 神戸市民祭協会

一再

西村功
神戸市から、神戸まつり
のポスターの原画の依頼を
お受けして、まず風見鶏の
館と神戸をテーマにして描
くことがいいと思い立ち、
早速出かけてみました。山
から見下ろす街は、美しく
見え、ただ神戸の特徴であ
る赤い大橋が見えません。
勝手に入れることにしまし
た。また人物も男と女が階
段を上がってくるという設
定にして、私の画は出来上
がりました。

>うう･うううううう'ララうう今犀うううううううう

おまつり自動車デザイン原画採用作品紹介（順不同. 敬称略）
おまつり自動車は、５月１１日( 水) ～１４日( 土) の期間に市内を巡行します。

外屋敷寛子 前田美里

焼平名宙平 山口道子

山本仁美 徳田美晴
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緑と海そして愛

神房ま艇
５月1 3 日金・1 4 日出･ 1 5 日日
F亨亭田舎一

竜

つ ０

率
ｌ

ぐず‘

鰯講峯つり
>ぅうぅうぅテヲうぅうぅうぅ＞うううぅうううううう今

神戸まつりのムードを盛り上
げるために、「緑と海そして愛」
のテーマにふさわしい、楽しく
華やかなイメージを表現したポ
スターを第２１回より在神画家
の描いた原画を基に制作してい
ます。
今回の原画は、二紀会委員、

神戸芸術文化会議会員で、神戸
市文化賞を受賞（S 5 7 年）され
た東灘区在住の「西村功」画
伯に、神戸まつりにふさわしい
華やかなイメージの原画を制作
していただきました。原画の題
名は「風見鶏と神戸」です。

神戸まつり協賛行事
５月１２（木）～１７日（火）まで、大
丸神戸店において『パリそして神戸
／西村功の世界』を開催。１９５２
年の自画像から最新作まで、油彩。
水彩画4 0 余点を展示。
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上
海
戯
曲
学
院
の
声
楽
教
授
を
父

に
、
梅
派
の
京
劇
女
優
を
母
に
持
ち
、

兄
弟
も
全
員
京
劇
や
音
楽
関
係
で
の

経
歴
を
持
つ
と
い
う
環
境
に
育
っ
た

中
国
古
典
民
族
歌
手
の
慮
郷
さ
ん
。

４
月
週
日
に
開
か
れ
た
小
誌
詔
周
年

記
念
パ
ー
テ
ィ
で
も
、
そ
の
素
晴
ら

し
い
歌
声
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
本
日
は
、
書
道
家
の
望
月
美

佐
さ
ん
と
、
書
と
音
楽
と
い
う
そ
れ

ぞ
れ
の
芸
術
に
携
わ
る
立
場
で
お
話

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

、

ノ

報報

識蝋・
必､|澗些、'』

ｒ

害
と
音
楽

ハ
ー
モ
ニ
ー
と

リ
ズ
ム
が
聞
こ
え
る

虜
郷
望
月
美
佐

雪wL＃具Ｕ

識
h ｌ

望月「慮郷さんはとても気品がおありだわ。音楽という芸術の中で育ったからね｡ 」
虐郷「先生の作品には、ハーモニーとリズムがありますね｡ 」( 生田神社会館所蔵の望月さんの書の前にて）

虜
先
生
の
害
を
拝
見
し
て
い
る
と
、

目
で
見
え
る
も
の
だ
け
で
な
く
、

ハ
ー
モ
ニ
ー
と
リ
ズ
ム
を
感
じ
ま
す
。

同
じ
ア
ー
チ
ス
ト
と
し
て
、
心
に
訴

え
、
聞
こ
え
て
く
る
も
の
が
あ
る
ん

で
し
ょ
う
か
。

望
月
確
か
に
害
と
音
楽
は
通
じ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
よ
。
私
が
〃
動
の

書
“
を
音
楽
と
共
に
す
る
の
も
そ
こ

に
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
に
、
私
の
書

く
文
字
は
虚
郷
さ
ん
の
国
か
ら
来
た

も
の
で
す
し
ね
。
音
楽
や
絵
と
い
う

の
は
世
界
共
通
の
も
の
で
す
け
れ
ど
、

文
字
は
そ
の
国
独
自
の
も
の
で
す
か

ら
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

虜
中
国
で
も
文
字
の
簡
略
化
が
進

ん
だ
結
果
、
字
の
感
じ
が
少
し
変
化

し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
書
道

は
元
の
き
ち
ん
と
し
た
文
字
を
書
き

ま
す
か
ら
、
文
字
の
素
晴
ら
し
さ
を

伝
え
て
い
っ
て
頂
き
た
い
で
す
ね
。

望
月
私
も
〃
く
ら
し
に
文
字
を
“

魯,毒
、#参

（
中
国
古
典
民
族
歌
手
）

E１

：一
室
一
三
一 島“

〈
書
道
家
〉
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虜

／

棚さん望月美佐さん

を
提
唱
し
て
い
て
、
着
物
や
帯
、
ネ

ク
タ
イ
、
財
布
な
ど
色
々
な
も
の
に

文
字
を
書
い
て
い
る
ん
で
す
よ
。
５

月
”
日
か
ら
神
戸
阪
急
で
作
品
展
を

協賛
株式会社海皇

w;蒸鵜ｌｉＩ蓋塗萎蕊謹
瀞

Ｉ

剛驚瑠』T

1Jiili ‐掴 Ｉ

へT葵

壁割
●

生
の
如
周
年
記
念
リ
サ
イ
タ
ル
に
出

演
す
る
ん
で
す
。
そ
の
中
で
、
毛
沢

東
先
生
が
作
詞
さ
れ
た
〃
蝶
恋
花
“

と
い
う
歌
を
歌
う
ん
で
す
。
と
て
も

い
い
曲
で
す
よ

望
月
〃
蝶
恋
花
〃
っ
て
素
敵
ね
。
聞

か
せ
て
頂
き
た
い
わ
。
い
つ
か
私
が

”
動
の
害
″
を
す
る
時
に
、
虚
郷
さ

ん
に
歌
っ
て
頂
い
て
、
私
が
字
を
書

く
の
も
い
い
わ
ね
。

虜
素
敵
で
す
ね
。
語
り
の
多
い
曲

が
い
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
手
の
表

現
が
入
っ
て
と
て
も
椅
麗
で
す
か
ら
。

今
日
の
先
生
と
の
出
会
い
は
、
と
て

も
い
い
財
産
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う

も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
生
田
神
社
会
館
に
て
）

、

▲

４月１３日に神戸ポートピ
アホテルにて開催された
小誌3 3 周年記念パーティ
" 神戸っ子祭り" のオープ
ニングでお祝いの歌、蘇
州評弾｢ 姑蘇風光｣ を歌い
その素晴らしい歌声で開
場の約8 0 0 人を魅了した
鹿卿さん。チャイナドレ
スの衣裳もあでやかだっ
た。

指先まで神経が行き届し
いて、手の表情も素晴
らしい。

す
る
ん
だ
け
ど
、
そ
の
中
で
着
物
や

ゆ
か
た
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
か

ら
カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
ェ
ア
ま
で
約
釦
点

に
文
字
を
書
く
〃
文
字
を
着
る
〃
と

い
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
す
る

の
よ
・

虞
そ
れ
は
素
敵
で
す
ね
。
実
は
私

中
国
に
い
た
時
に
、
ア
ル
バ
イ
ト
で

モ
デ
ル
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
よ
。

望
月
ま
あ
、
そ
う
な
の
。
今
度
機

会
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
私
の
シ
ョ
ー

に
出
て
頂
き
た
い
わ
。
慮
郷
さ
ん
は

と
て
も
気
品
が
お
あ
り
だ
か
ら
。
や

は
り
、
小
さ
い
時
か
ら
音
楽
と
い
う

芸
術
に
触
れ
る
環
境
に
育
っ
た
か
ら

で
し
ょ
う
ね
。
と
こ
ろ
で
、
４
月
妬

日
か
ら
上
海
へ
行
か
れ
る
そ
う
ね
。

慮
え
え
、
私
の
師
匠
の
余
紅
仙
先

海鮮酒家

海』皇

Ⅳ
●
岬
ｂ
ｂ
Ｊ
ｈ
■

空

豆三

慮
那
（
ル
ゥ
ナ
ァ
）

上
海
市
出
身
。
３
歳
の
時
か
ら
父
慮
文
勤
教
授
に
つ

い
て
京
劇
の
歌
い
方
を
習
い
、
７
歳
で
上
海
市
ラ
ジ

オ
・
テ
レ
ビ
少
年
合
唱
団
の
入
団
試
験
に
合
格
、
リ
ー

ド
・
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
を
つ
と
め
る
。
粋
歳
の
時
、
上
海

市
評
弾
団
特
別
訓
練
班
の
試
験
に
一
千
名
の
受
験
者

中
、
唯
一
女
子
の
合
格
者
と
し
て
最
優
秀
成
績
で
合

格
。
而
歳
で
上
海
市
評
弾
団
の
優
秀
青
年
演
奏
者
と
な

り
、
著
名
な
評
弾
芸
術
家
楊
振
言
・
余
紅
仙
両
氏
に

師
事
す
る
と
共
に
、
長
篇
評
弾
「
玉
錆
挺
」
「
描
金
風
」

及
び
中
篇
評
弾
「
三
笑
」
「
求
雨
」
、
現
代
物
の
中
篇

評
弾
「
一
往
情
深
」
「
真
情
侭
意
」
な
ど
に
主
演
し
、

活
躍
す
る
芸
術
家
で
あ
る
。
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騨

一謁一‐９両おら）鵡曙。Ｂ卜

辱村岬屍皿揖一伝塑一一畔凶碓骨艦睡諺

溌ト・陸三ｍ洋・蓉画・判

世届．営二、汁語華慨碧筈

一謁一‐９両おら）鵡曙。Ｂ卜

辱村岬屍皿揖一伝塑一一畔凶碓骨艦睡諺

溌ト・陸三ｍ洋・蓉画・判

世届．営二、汁語華慨碧筈

エハ巾Ⅱムヘーく皿拝 エハ巾Ⅱムヘーく皿拝 頚頚
一・楓）画融躍畦蔀巽蕊牌描画画」罵飛唖軸八毎口、呂卜‐口器（、Ｂ）托一羽套佃二距鐙倦司雪母縄・糎腫〉侭ｅ報鞘驚く卯榊 今題握概ｓ回申時型謹唱坐

時今一ら開匪順竪（遥剰学斜噸）唾二言窺員捕少韓岬寓画中唾慨・報輪甲震剥迦ユト

一・楓）画融躍畦蔀巽蕊牌描画画」罵飛唖軸八毎口、呂卜‐口器（、Ｂ）托一羽套佃二距鐙倦司雪母縄・糎腫〉侭ｅ報鞘驚く卯榊 今題握概ｓ回申時型謹唱坐

時今一ら開匪順竪（遥剰学斜噸）唾二言窺員捕少韓岬寓画中唾慨・報輪甲震剥迦ユト

へ皿拝

雀翠斗ｌ奉一擾一這峠、中芸里竪・茎里妥空画男．芭画寓晋◎睡蓮評鑑評装部鐸

犠禦一菖萱濡饗灘篭灘蕊潔蕊調劉遡蕊識蕊

雀翠斗ｌ奉一擾一這峠、中芸里竪・茎里妥空画男．芭画寓晋◎睡蓮評鑑評装部鐸

犠禦一菖萱濡饗灘篭灘蕊潔蕊調劉遡蕊識蕊 雪這いふいロ。鯉一◎（回国）ｌ畦マー遊園率牛丑画謁１余篇遊客種叶誼唾置跨。 雪這いふいロ。鯉一◎（回国）ｌ畦マー遊園率牛丑画謁１余篇遊客種叶誼唾置跨。

Ｉ
旧咽■晒胤■■

脚

。

凶

姉悶に降卜い脱ｒい隣陽膿》 姉悶に降卜い脱ｒい隣陽膿》 姉悶に降卜い脱ｒい隣陽膿》
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ぎ＆■図
ぎ＆■図

一一
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Ｆ一

一一
Ｆ一

佃慨埜圃域頑烈圭ニン吋佃茎霊話

望
三
塁

誌 望
三
塁

誌 望
三
塁

誌
霊雑筆尋入毎口・鯉垣◎軸禅蝶畑慣腿槻侭判ｅ型樺川蝉 霊雑筆尋入毎口・鯉垣◎軸禅蝶畑慣腿槻侭判ｅ型樺川蝉

】画

Ｉ
島
弓
島
弓
島
弓

瞳
幽留坦洲皿剛睡 幽留坦洲皿剛睡 幽留坦洲皿剛

伊噸鵬鯉睦伽摺懐唾刷 伊噸鵬鯉睦伽摺懐唾刷

ミヨ

〃

ミヨ
（ト篭進塁匡壊豊翠）入口中圭入ソキ・鯉垣◎

遷画辰の、く翌、肩唾唖。

（ト篭進塁匡壊豊翠）入口中圭入ソキ・鯉垣◎

遷画辰の、く翌、肩唾唖。

（ト繁世堕錘匡灘嘱己翠

亘冒
行画
亘冒

行画
亘冒

行画

〃惑程く鳴蝶叩司哩

蝿やｇＣ型も釦喬遥
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口
』
』
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蓋

Ｐ任ｅ睡塑異暑和鐸塞 Ｐ任ｅ睡塑異暑和鐸塞 'ドー』
帥やい、特・黒く再騨．搾謹

錘血閏。昨塵。誰・奪槙

ミトハニ特狸淵●

帥やい、特・黒く再騨．搾謹

錘血閏。昨塵。誰・奪槙

ミトハニ特狸淵●

聯
″常惚型報於抽喬ｅ聯 ″常惚型報於抽喬ｅ聯

聯騒・風睦

唱学釦●

帥匡順腿

望
謹多熱当

〃惑程く鳴蝶叩司哩

ｅ坦淵皿馴

聯騒・風睦

唱学釦●

帥匡順腿

蝿やｇＣ型も釦喬遥
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ポケットの中に宝石を
入れて楽しんでほしい

“ー屋

伊ｈ
F今

伊 ＫＡＲｌＡＦＵＲＬＯＭ

(AIfieri&St､John社長）

１９９４年４月５円イタリアからやって来たＡｌｆｉｅｒｉ＆
Ｓｔ､ J o h n のＫＡＲＩＡＦＵＲＬＯＭ社長は､ 神戸の旧居留地の
束町ビル１階にオープンした“A l f i e r i ＆Ｊｏｈｎ”に
顔を兄せ、夜は、ポートピアホテルでパーティ、翌日は大
阪大丸梅田店にオープン。さっそく、手工芸品では伝統あ
るイタリアの真髄をインタビューした。
－このブランドは ､ どんな意図で企画されましたか？
「1 9 7 7 年、イタリアではエコロジーが早くから話題になり、
自然を大切に…。というイズムが広がりました。
そこで，葉や、樹, ，をモチーフにして企1 曲1 したのです。同

然をテーマには、女性らしい発想でしょう（笑）
今度、ご縁があって神保真珠の神保社長とイタリアで州

会い、前々からインポートとして私共の商品が日本へ人っ
て来ているのですが、高くて倍くらいの値段（笑）
そこでインターナショナルな値段で、私共の商品をもっ

と沢' ' 1 の人々に使っていただきたいと、品数も多く、価段
もお安くしてコレクションとして見て頂けると、神保社長
と気が合って（笑）神戸と大阪でスタートいたしました－１
－会社はイタリアのどのあたりにあるのでしょうか。

l】

！

熟
１

「ヴァレンツァといいまして、３万人ぐらいの人１１の町で
すが､ 人口の1 / 3 が手工芸品やジュリー商品を作って生活し
ています。ミラノから１時間程のところにある町です」
－日本の女性にどんな風に商品を使ってほしいですか。
「手工芸品やジュリーは、自分が好きだから持つのです｡ 機
械で作ったものを数個持つよりも、いいものを１点づつ持
つことをおすすめします。
見せるものではないのです｡ 好きだから持つ､ そしてポケ
ットの中に宝石を入れて楽しんでほしいの。（笑）
私は色つきの石が好きですね。鴇｢ が輝やいて私に語りか

けてくれるｴ ﾒ ﾗ ﾙ ドやﾙ ビｰ ｡ 問いかけてくる石が好き
です。私は仕事を愛しているのでやり易いのです、
今[ ｎＩの商品は特にハンドメイドでペアでできるリングを

4 万円ぐらいで､ ダイヤ入りで5 , 8 , 1 0 万円ぐらい。
私の想いをこめて作っていますので､ ぜひご覧下さい」

－神戸の印象はいかがですか？
「凄く専門店がきれいですね｡ 神戸はとても好き、それに
日本人は宝石で･ も手工芸品でも、いいものを要求するし、
石もきれいなものが好きですね。」
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